
     

市 民 セ ン タ ー 文 庫  新 刊 を 紹 介 し ま す 

要申込 大島市民センターで「スマホ講座」を開催します 
スマートフォン（通称：スマホ）の便利な使い方と、安心安全で快適に利用ができるように、 

携帯電話の会社から講師を迎え、大島市民センターで、「スマホ講座」を開催します。 

   

 

 

 

 

【
編
集
・
発
行
】 

大島市民センター TEL：０８３４-８４-０３１０ FAX：０８３４-８４-０１７４ 

粭島市民センター TEL：０８３４-８４-０３１２ FAX：０８３４-８４-0312  

※ この市民センターだよりの全部または一部を、無断で複製・転載・改変・配布

することはしないでください。 
 

バックナンバーはWebで！ 

鼓南地区コミュニティ 検索 

または右のコードからどうぞ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

題字：書道家 石村 周寳さん 

地 域 情 報 誌 

第 １ ９ ４ 号 
令和７年６月１日発行 

日時：令和７年6 月30 日 （月）  １０：００～１２：３０ 

話題の作品とオススメを中心とした、新刊です。利用方法は、各市民センターの窓口にお問い 

合わせください。 

また、センター文庫に備えて欲しい本のリクエストについても、随時、受け付けています。 

大 島 市 民 セ ン タ ー 文 庫 

タイトル 著者 出版社 

謎の香りはパン屋から 土屋うさぎ 宝島社 

ありか 瀬尾まいこ 水鈴社 

ストロベリームーン 芥川なお すばる舎 

それいけ！平安部 宮島未奈 小学館 

人魚が逃げた 青山美智子 PHP研究所 

住職はシングルファザー 池田龍法 新潮社 

 

粭 島 市 民 セ ン タ ー 文 庫 

タイトル 著者 出版社 

終活ハウス 
御木本 

あかり 
小学館 

リュウジ式至高のレシピ 
リュウジ 

＠料理の 

お兄さん 

ライツ社 

とっさに言葉が出てこ
ない人のための脳に効

く早口ことば 

川島隆太、 

大谷健太 

サンマーク 

出版 

思わず考えちゃう 
ヨシタケシン

スケ 
新潮社 

地面師たち 新庄耕 集英社 

小鳥とリムジン 小川糸 ポプラ社 

 

大島市民センター ☎84-0310 （定員に達し次第、受付を終了します。） 

※窓口または電話で、大島市民センターにお申し込みください。 

会場：大島市民センター １階 講堂 

内容：前半「インターネットで調べものをしてみよう」 

後半「スマホの詐欺対策」 ＋個別相談の時間も設けます 

定員：２０名 ※先着順 

備考：当日は、参加者に講座用のスマホを貸出して、操作します。 

初心者  
歓迎！ 



     

特集 災 害 に 備 え ま し ょ う 
 

消 防 防 災 ヘ リ 合 同 山 岳 救 助 訓 練 が 行 わ れ ま し た 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月  鼓 南 地 区 行 事 予 定           

鼓南地区の人口 男性：３６１人 女性：4４２人 合計：8０３人 【令和 7（2025）年 ４月末現在】 

※天候不順その他の事情により、 
中止や変更となる場合があります。 

 
6/3 （火） やまびこ号巡回（旧粭島小→鼓南小→大島自治会館） 

6/8   （日）   地域食堂「和み」（大島自治会館） 

６/１５   （日） 大島認知症予防カフェ/ クリーン鼓南 

６/1６  （月） 粭島いきいきサロン / 粭島認知症予防カフェ 

６/１８  （水） 大島きらきらサロン/やまびこ号巡回（旧粭島小→鼓南小→大島自治会館） 

５月２８日（水）、太華山登山道および鼓南地区総合運動場において、山口県消防防災航空センターと 

周南市消防本部による、山岳救助を想定した実践的な合同訓練が実施されました。 

この訓練は、消防防災ヘリコプターの要請から活動完了までの一連の流れを確認するとともに、 

航空隊と地上消防隊の連携体制を強化することを目的としています。 

当日は、太華山登山道において山岳救助訓練および要救助者の搬送訓練が実施されたほか、 

鼓南地区総合運動場で、ヘリコプターの離着陸や支援活動を想定した訓練が行われました。 

梅雨時期の前後には、大雨による土砂災害などのリスクが高まります。 

平常時からできる、災害に備えるための具体的な準備や確認事項をご紹介します。 

非常時に持ち出す「持出品」や 

「備蓄品」を、事前に準備して 

おきましょう。 

 

日頃からの準備が大切です 

持
出
品 

食料、飲料水、懐中電灯、救急医薬品、 

ラジオ、電池、衣類、タオル、携帯電話など 

●その他、補助用具（眼鏡・補聴器・入歯）

おむつや衛生用品など、各自必要なもの。 

備
蓄
品 

保存食、水、食器（紙製など）、毛布、簡易トイレ、 

カセットコンロ、ウエットティッシュなど 

●最低３日分（できれば７日分）は準備を 

しましょう。 

しゅうなん防災 

平成 30年 7月豪雨の記録や、災害に 
対する知識、避難の仕方、マイタイムライン 
などを記載したガイドブックです。 
２次元コードを読み取り、ご確認ください。 

 

避難する場所を確認しましょう 

平常時から、自宅や家族の状態などを 

ふまえて、避難方法も検討しておきましょう。 

屋内で安全を 

確保 

指定避難所

へ避難 

ホテルなどへ

避難 

親戚・知人宅

へ避難 

自宅で次のポイントを満たしているか。 
〇家屋倒壊など氾濫想定区域の外で、 
土砂災害の危険（おそれ）がない 

〇浸水深より居室が高い 
〇水が引くまでの備えがある 

 自主避難は各施設に事前連絡が必要。 
 無人の際は、防災危機管理課 22-8208、 
閉庁時は 22-8332に連絡。 

  

 通常の宿泊施設の利用なので、宿泊料が 
必要。事前に確認しましょう。 

 平常時から避難について相談して 
おきましょう。 

※ 市の指定避難所は、災害種別ごとに、適否があります。 

土砂災害では大島・粭島の両市民センターが指定されています。 

避難情報を確認しましょう 

自宅や家族の状態などをふまえて、いつ避難 

するのかを、平常時に決めておきましょう。 

 避難情報のレベル 

警戒レベル４ 

避 難 指 示 

災害のおそれが高い 

危険な場所から全員避難 

警戒レベル３ 

高齢者等避難 

災害のおそれあり 

避難に時間がかかる方は避難 

警戒レベル２ 
気象状況が悪化 

避難行動の確認 

警戒レベル１ 
今後、気象状況悪化のおそれ 

災害への心構えを高める 

 


